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1998 年，アジア通貨危機をへて 30 年以上にお

よんだスハルト政権が崩壊した。長期政権が消滅

したあと，この国はどのように推移したのか。一

時は大きな紛争が起こり，各地でデモが頻発し，

破綻国家になると懸念された。しかし現在では，

民主化に成功し，「世界でもまれに見る成功した体

制変革」(p. 249) をなしとげた国と見なされてい

る。ユドヨノ大統領は 10 年にわたって政権を維持

し，G20 に参加する東南アジア唯一の国となった

ことがその証拠である。では，なぜ安定したのか。

その安定の意味とはなにか。地方政治を詳しく追

跡しながら実態を明らかにし，この問いに答えた

のが岡本正明による本書である。

地方政治が問われなければならないのは，民主

化の重要な柱が分権化であったためである。地方

から中央へと富を収奪する強い中央集権的姿勢が

スハルト体制への批判となり，政権崩壊後，分権

化が国家存続のために必然的に要請された。1 章

「権威主義体制の崩壊から民主化・分権化へ」は，

分離主義ないしは連邦制への傾斜をかわしつつ，

分権化が進められた過程を手際よく整理している。

本書の最大の目的は，地方政治において政治的

安定がどのように達成されたのかを，地方の政治

アクターへのインタビューをとおして掘り起こす

ことである。実際，本書は優れたフィールドワー

クの記録ともなっている。各章の冒頭に著者の体

験が書き込まれており，「学術書として適切かどう

かを問う声があるかもしれない」(p. 269) と著者

は控えめだが，地方政治の現状と最も重要なアク

ターである暴力集団の荒唐無稽で恐怖にみちた

「人となり」を十分伝えている。

政治的安定について，「イデオロギー・宗教・エ

スニシティ・階級・地域間格差など社会的亀裂に

基づく対立が物理的暴力の行使に発展せず，政治

体制が安定していること」(p. 6) と著者はまず定

義する。そのうえで，社会的亀裂の非政治化，非

争点化をもたらす 3 つの力学に着目する。ひとつ

は，行政改革のなかで認可された「細分化の地域

主義」と著者が呼ぶ自治体新設運動である。これ

によって，民族的あるいは経済的に二級化されて

いた人々が新しい州や県といった自治体を新設し，

そのため社会的亀裂の表面化が抑制された。

次に，選挙制度改革と直接選挙の導入である。

地方首長の直接選挙が始まり，しかも知事選であ

れば知事と副知事のように，正副首長候補の組み

合せによって選挙が争われる仕組みが導入された。

それによって，多数の票をえるためには，地域に

存在する社会的亀裂を架橋するようなバランスの

とれた正副候補選びが求められた。こうした組み

合せ候補が複数立候補することで社会的亀裂が非

争点化し，紛争化せずに選挙が実施できたのであ

る。同時に，直接選挙であるために露骨な暴力の

行使が難しくなり，また新政党が独自の価値 (例

えば，イスラーム的社会正義) を掲げて支持を広

げる可能性が開けた。

最後に，「地域に応じた政党の合従連衡」である。

全国政党が地方まで浸透している一方，地方にお

ける社会的亀裂は地域ごとに異なるあり方で複数

に走っている。その結果，政党による中央への政

治的上昇回路を残しつつ，地方においては正副候

補を選ぶ過程で中央の政党関係とは別の政党の連

合関係が起きた。そのなかで地方固有の妥協と調

整がはかられ，社会的亀裂の争点化が回避される

のである。

この 3 つの力学の否定的側面も明らかになって

いる。選挙後，正候補が副候補を政治的に排除し，

政治的役職と経済的利権を独占して新設された自

治体を家産化し，一族による汚職が蔓延するとい

う構図である。スハルト体制は倒れたが，分権化

によって逆に「ミニ・スハルト」が地方に出現す

るのである。著者の意図は，しかしこうした否定

的側面を批判することではない。視座はあくまで

政治的安定であり，そこで分析対象となるのが本

書のタイトルにある「適応」である。政治的アク

ターは制度改革に適応したために結果的に政治的

安定がえられているのであり，その適応戦略がた

とえそれがどのようなものであっても分析される
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のである。

2 章以後全 10 章のうち 8 章までは，植民地時代

にまでさかのぼって地方政治の歴史的展開が時代

順に整理されている。著者が選んだ地方は，首都

ジャカルタの西に隣接するバンテン州である。地

理的には首都に近く，政治的中心ひいてはインド

ネシア国家の政治に影響を受けるとともに与える

求心的条件を持ちながら，社会的にはエスニッ

ク・アイデンティティを求める独立志向の強い遠

心的条件を持ち，そのなかで暴力とイスラームと

いうインドネシアの政治を分析するうえで欠かせ

ない社会的要素が突出しているのである。実際こ

の地域では，暴力の行使をためらわないジャワラ

と呼ばれる存在が「文化的・社会的に認知されて

きた」(p. 45) のであり，同時にウラマーと呼ばれ

る指導者がイスラーム寄宿舎を農村部に所有して

展開し，両者が社会的リーダーとして「自立性を

もって行動しやすかった」(p. 51)。

2 章「暴力集団 (ジャワラ) とイスラーム――

バンテン地方の政治構造の歴史的展開」では，植

民地時代の研究を振り返り，実際にジャワラとウ

ラマーが影のリーダーとなり，反乱や社会革命を

主導したことを確認する。3 章「独立宣言，社会

革命，そしてアイデンティティの政治―― 1945-

1971 年」では，1945 年日本軍政崩壊後，ジャワラ

とウラマーが国家から自立して行動し，社会革命，

イスラーム国家を樹立しようとするダルル・イス

ラーム運動，バンテン州設立運動が起こるが，い

ずれも未成立に終わった経緯が語られる。

1965 年 9月 30日事件は，このようなジャワラ

とウラマーのあり方を根底的に変えた。共産主義

者が大量に虐殺され，この恐怖のうえにスハルト

は長期政権を樹立させた。適応の可能性と不可能

性を著者が明確に書きわけているわけではないが，

共産主義者という旧勢力の適応を完全に不可能に

する暴力のうえにスハルト体制は成り立っている

のである。その結果，4 章「ウラマーとジャワラ

を通じたスハルト体制の浸透―― 1971-1998 年」

に描かれるように，ジャワラとウラマーが国家と

地方の媒介項となってスハルト体制に取り込まれ

ていく。従来からのウラマーは，政権から資金援

助をうけて「宗教的権威を体制の正当化に捧げる」

(p. 83) 新しいウラマーと入れ替わり，政治的に無

力化した。一方ジャワラは，ウラマー同様に国家

への自立性を失うが，逆に国家と警察とともに治

安を担当する組織の末端に取り込まれ，それに

よって自らの政治力を高め，地方の建築業界をし

きる「スハルト体制の寵児」となっていくのであ

る。

5 章「細分化の地域主義――バンテン州設立運

動」と 6章「州『総督』と呼ばれる男――権力闘

争とジャワラによる地方支配―― 2000-2006 年」

では，スハルト体制崩壊後バンテン人アイデン

ティティが再政治化され，バンテン州が設立され

た過程が描かれる。そのなかで寵児は消えるので

はなく，逆に新州設立に重要な役割をはたし，そ

ればかりか政治的役職と中央からの資金を独占し，

州の家産化に成功したのであり，この適応戦略が

詳しく分析される。分権化を民主化の象徴として

歓迎した国内外の支援が，逆に「ジャワラにとっ

ては非の打ち所のない政治体制」(p. 147) を作っ

たという逆説を指摘することを著者は忘れてはい

ない。

7 章「新勢力との闘争――バンテン州知事選，

2006 年」と 8 章「福祉正義党――イスラーム的

正義の台頭と皮肉なアクロバット」は，政治制度

の変化からこの寵児の地位が脅かされる局面を

扱っている。2005 年，地方首長に直接選挙が導入

された。それによって一般市民が有権者となり，

彼らを取り込んでイスラーム的社会正義の実現を

めざす福祉正義党が台頭した。そのなかで 2006 年

バンテン州知事選挙が実施され，寵児は自らの娘

を州知事にすることにかろうじて成功した。一方，

州の地方選挙では，選挙での勝利を重視するあま

り，福祉正義党は社会正義とは正反対のジャワラ

勢力と連合したのであり，この適応の仕方を著者

は「皮肉なアクロバット」と呼ぶのである。

9 章「安定化のポリティクスの多様性――イン

ドネシア地方政治の全体像」は，各地域における

社会的亀裂の非政治化，非争点化を比較検討し，

安定化作用がバンテン州にとどまらないことを示

している。10 章「暴力と適応の政治を超えて」で

は，知事となった寵児の娘が新たに結成された汚

職撲滅委員会によって逮捕された経緯が最後に語
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られ，そのうえで民主主義の質の向上に「希望は

ある」(p. 268) と著者は結んでいる。

2014 年ジョコ・ウィドド大統領の誕生をはさん

でスハルト体制崩壊後のインドネシアの政治社会

を扱う著作の刊行が相次いだ。政府および国軍の

高官へのインタビューをまじえて崩壊後の体制変

化を詳述し，明確に整理した本名の著作が上から

の研究であるとすれば，見市の著作は拡大する中

間層に焦点をあて，分裂ではなくて「『地続き』の

要素」を見いだしている[見市 2014: 198]。ここに

地方政治を扱って言わば下からの研究といえる本

書が加わった今，上，中，下から照らされた国家

の全体像が浮かびあがった。このことは，移行期

をへて政治的に安定した新たな国家が再形成され

た兆候といえる。

世界最大のイスラーム人口を抱える国家が権威

主義的体制の崩壊後に政治的安定にたどりついた

ことを国際社会は民主化の勝利として歓迎した。

しかし，その裏側では，暴力や汚職がはびこり，

人権侵害も頻発している。民主化の指標のひとつ

である選挙は，金で動く人間がいるかぎり，暴力

と汚職を再生産するという民主化の限界さえ指摘

できる。しかし，本名が述べているように「『安

定』と『問題の温存』は対立する展開ではなく，

むしろコインの裏表」[本名 2013: 201]なのであり，

旧体制の既得権益から肥え太った暴力勢力が政治

体制の変化に適応しているからこそ，新しい体制

が破壊されずに安定しているのである。体をはっ

たフィールドワークからこの事実を地方政治のレ

ベルで明らかにした本書の意義は大きい。

(永渕康之・名古屋工業大学大学院)
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天然資源を豊富に産出する地域において，資源

をめぐる利権争いが存在しても，それが暴力的紛

争に発展する場合とそうならない場合があるのは

なぜか。本書はこの魅力的な問いに答えるため，

天然資源が豊富なインドネシアのカリマンタンに

位置する三州，東カリマンタン，西カリマンタン，

中カリマンタンを比較分析したものである。著者

によれば，東カリマンタンでは天然資源に関わる

暴力的紛争は起きていないが，西カリマンタンと

中カリマンタンではそれぞれ 1990 年代と 2000 年

代に，地元民ダヤック人とマドゥラ人移民との民

族紛争を経験している。

著者の議論を要約すれば，以下のようなもので

ある。西・中カリマンタンでは，確かにダヤック

人とマドゥラ人との紛争が起きた。しかしこれら

の紛争は，スハルト体制下で周縁化され不満を募

らせたダヤック人が，より多くの行政ポストを獲

得するために暴力に訴えたものである。従って，

実はこれらの紛争は天然資源とは関係がない。で

は，なぜこの両州では天然資源が暴力に結びつか

なかったのか。

この問いに対し，著者は天然資源をめぐる利権

構造に着目する必要があると述べる。すなわち，

西・中カリマンタン両州で天然資源の開発に関与

している人々が，スハルトを頂点とする利権分配

ネットワークに取り込まれ，多少とも恩恵に与っ

ているために，ダヤック人を支援する勢力が現れ

なかった。それゆえに西・中カリマンタン両州で

は天然資源が暴力に結びつかなかった。つまり，

資源をめぐる利権構造の違いが政治構造の違いを

生み，この違いが，暴力が政治の手段として使わ

れるか否かを決める。これが本書の議論の核心で

ある。では，三つの州の事例に沿って，さらに著

者の議論を紹介していこう。

第一に東カリマンタン州では，スハルト時代に

中央政財界に庇護者を得たエリートが，地方分権

化後も影響力を維持した。中央の政治経済エリー

トは，石油・天然ガス，石炭の開発に関わる権益
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を守るために，スハルト時代から関係を築いてき

た州エリートを地方首長に据えることに利益を見

いだした。しかしこれは，同州のエリートが中央

政財界とのパトロン・クライエント関係に依存す

ることを意味する。もし中央で政界再編が起きれ

ば，東カリマンタンのエリートも後ろ盾を失うこ

ととなる。換言すれば，たとえある候補が首長選

で敗れたとしても，中央レベルでの政界再編を待

てば自分にチャンスが回ってくるかもしれない。

そのような期待をできるがゆえに，東カリマンタ

ンでは，暴力的手段に訴えてまで地方首長の座を

奪おうとする動きがないのだという。

次に，中カリマンタン州では，スハルト体制期

には木材産業が盛んであり，違法伐採や密輸にも

手を染める地元の有力実業家が登場した。彼らは

2000 年以降，アブラヤシ・プランテーションや石

炭事業にも進出し，さらなる富と影響力を蓄えて

いる。このような実業家が，地方分権化後の首長

選において特定の候補に選挙資金を提供し，その

候補が当選すれば，自らの天然資源ビジネスに有

利な政策を実施させるという構図になっている。

そのなかで地元民ダヤック人は，開発の遅れたわ

ずかな県で知事ポストを獲得しているに過ぎない。

最後に西カリマンタン州では，スハルト時代の

主要産業は中カリマンタンと同様に木材であった。

しかし，莫大な利益を生み出す違法伐採ビジネス

は，隣接するマレーシア・サラワク州の華人の手

にあったため，中カリマンタンと異なり中小規模

の実業家しか登場しなかった。これら実業家に加

え，伐採現場やプランテーションで労働者をまと

めるボスも台頭し，群雄割拠して首長の座を争う

ようになった。首長選挙では資金力に大差の無い

これらの候補が争うゆえに，暴力も政治的手段と

して使用されることになった。

以上の考察から，本書は次のような結論を導き

出す。東・中・西カリマンタン州の地方政治・経

済構造を比較すると，権力闘争において暴力が政

治的手段として使用されるのは，十分な資金力が

ない政治エリート，すなわち天然資源の開発利権

に直接・間接にアクセスできないエリートが，地

方首長選挙に出馬した場合，もしくは僅差で敗北

した場合に多い。資金力の不十分な候補が当選を

狙う場合，潤沢な資金がなくても利用可能で，か

つ効果が期待できそうな暴力に頼るのだと考えら

れる。

以上が本書の内容である。カリマンタンの三つ

の州における天然資源の利権が，どのような構造

のもとで誰に分配されているか，実に詳細に描か

れており，丁寧に調べ上げた貴重な労作であると

評価できる。

その上で，課題と考えられる点を四つ挙げたい。

第一に，本書の問題設定はやや分かりにくい。序

章の冒頭を読む限り，本書は，天然資源をめぐる

利権争いが紛争に発展する場合とそうでない場合

の違いを事例から明らかにしていくのだろうと予

想させる。しかし，第 1 章に読み進むと，「本書は，

非紛争地域における天然資源をめぐる政治的競争

と暴力の関係性を探るもの」(p. 13) と書かれてお

り，問題設定が変化している。このため，紛争の

話は出てくるのか出てこないのか，読者としては

混乱する。さらに続きを読むことによって初めて，

著者が選んだ三州の事例は，天然資源に直接関わ

る紛争は起きていないという意味において非紛争

地域であるが，そのうち中・西カリマンタンでは，

紛争には至らなくとも天然資源の利権をめぐって

暴力が行使されている事例との位置づけであるこ

とが理解される。このような事例の意義づけは，

序章の早い段階で明示されるとはるかに分かりや

すい。

第二に，以上の位置づけを理解した上でもなお，

中・西カリマンタンの事例の意義は掴みづらい。

なぜなら，この両州の事例研究 (第 6 章，第 7章)

において，具体的な暴力への言及が少なく，実際

にどのような暴力が行使されたのか，その暴力は

天然資源をめぐる暴力と言えるのか，明らかでな

いためである。例えば西カリマンタンの県知事選

において，選挙のプロセスや結果に不満を抱く勢

力が県議事堂で破壊行為を行ったことが述べられ

ている。しかし，民主化後のインドネシアでは，

少なくとも表面上は同種と見られる出来事が各地

で起きているため，著者のこの事例が天然資源を

めぐる暴力であり，天然資源の利権構造に起因す

るのだと主張するためには，より詳しい背景説明

が必要となろう。
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ただ，このような分かりづらさの要因は，暴力

の事例の少なさというだけでなく，そもそも天然

資源をめぐる暴力という，定義の難しい概念に著

者が果敢に挑戦したがゆえとも言える。例えば油

田や鉱山の実効的支配を争う武力衝突といった事

例であれば，天然資源をめぐる暴力であることが

自明である。しかし，本書が扱おうとしている

「天然資源をめぐる政治的競争が引き起こす暴力」

となると，外延を定めるのが難しい。カリマンタ

ンのように天然資源が豊富な地域において，権力

と利権は不可分であるから，天然資源の利権をめ

ぐる暴力と，権力の座をめぐる暴力とを，明確に

区別することは困難である。結果的に，天然資源

の議論から出発しながら，より一般的な「選挙と

暴力」といった，インドネシアの他の地域でも頻

繁に見られる事象の話へと及びかねない。著者自

身，中・西カリマンタンで起きた民族紛争を，権

力をめぐる争いであって天然資源とは関係ないと

判断しているが，それと同じ基準でこれら二州の

政治に関わるあらゆる暴力事例を見たとき，「これ

は資源をめぐる暴力であって権力をめぐるもので

はない」と明快に分類できる暴力はそもそも存在

するのか。極めて概念整理の難しい問題に，著者

は挑んでいるのである。

第三に，本書の議論を支える論証の手順につい

てである。例として，第 2 章「カリマンタンの民

族紛争」における議論の進め方を参照したい。こ

の章では，西・中カリマンタンでそれぞれ 1990 年

代後半と 2000 年代前半に起きた，地元民ダヤック

人とマドゥラ人移民との紛争が分析される。その

上で著者は，この二つの紛争がいずれも，ダヤッ

ク人エリートが権力 (行政ポスト) の配分拡大を

狙って暴力に訴えたものだと結論づける。この結

論は，本書の中心テーマである「利権構造・政治

構造と暴力の関係性」へと議論を繋ぐ土台となる

部分であり，極めて重要である。だが，この結論

に至る論拠は不十分との印象が否めない。

例えば，ダヤック人エリートがポスト獲得とい

う明確な目的のもとに紛争を起こしたと推測しう

る根拠は何であろうか。特に，西カリマンタンに

ついては，第 5 章において，「1990 年代半ば以降

は，(中略) ダヤック人政治エリートにも地方首長

ポストが分配されるようになった」(p. 179) とあ

るが，それではなぜ，ポストの分配が拡大し始め

たタイミングで，敢えてポストを要求する紛争を

起こしたのか。また，西カリマンタンの紛争につ

いて，ダヤック人エリートが紛争を扇動した事実

には触れられていないが，著者はどのような根拠

から，紛争を利用したのはエリートであると結論

づけたのか。さらに，行政ポストを要求する目的

で，なぜ権力を持たないマドゥラ人を攻撃するか

という根拠についても推測が目立つ。

加えて，両州で起きた民族紛争が天然資源とは

関係がなかったとの第 2 章の結論は，「では，一体

なぜ，西・中カリマンタン州では天然資源が暴力

的紛争に結びつかなかったのか」(p. 60) という，

本書の核心へとつながる新たな問いを導く。だが，

この論理の運びにも難がある。著者が取り上げた

二つの特定の紛争が仮に天然資源とは無関係だっ

たとしても，それをもって，これらの州では天然

資源が暴力的紛争に結びつかないという一般論ま

で導くことはできないだろう。

論証のための資料についても疑問がある。著者

は，Kompasiana というインターネットサイトの

記事を新聞記事として引用している (pp. 170, 171,

173) が，Kompasianaは登録さえすれば一般市民

の誰でも記事を書いて投稿できる自由投稿サイト

であり，記事の信憑性は投稿者個人の責任に委ね

られている。やむを得ずこの種のサイトの情報を

利用するとしても，新聞と同様に (Kompasiana,

24 January 2010) といった形で引用するのではな

く，最低限，引用した記事の投稿者の氏名，所属

など，どのような立場の人物が書いた記事かを明

記する必要があるだろう。

最後に，著者の暴力に対する捉え方について，

違和感を覚えた。著者によれば，東カリマンタン

州では中央政界の再編が起きれば州政治において

も再編が起こりうるから，同州のエリートは選挙

で負けたとしても中央での再編を待てばよく，「暴

力的手段に訴えてでも地方首長の座を奪おうとし

ない」(p. 141) という。他方で，中・西カリマン

タンについては，「資金力に欠ける候補者が当選を

狙う場合，潤沢な資金がなくても利用可能であり，

かつ，効果が期待できそうな暴力に頼るのだと考
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えられる」(p. 207) といった記述もある。暴力の

このような論じ方からは，著者が次のような前提

を持っているように思われる。すなわち，政治エ

リートは，権力闘争を生き抜く戦術として暴力が

必要かつ有効であるか冷静に状況判断し，必要で

ある場合にのみ暴力に訴える。そして暴力とは，

必要なときに取り出して使い，不要なときはし

まっておける，便利で安上がりな道具だ。このよ

うな前提である。上で述べたように，本書では紛

争以外の暴力に関する記述が少ないため，著者が

具体的にどのような暴力を念頭に置いているのか

明らかではない。だが，誰にどのような暴力を行

使させるにせよ，暴力とはそのように都合の良い

道具であろうか。

評者が 2005 年にスマランやスラバヤなどの地方

首長選を観察した限り，政治家がいわゆるごろつ

きと同盟を組んだ時点で，政治家がごろつきを利

用するのと同様に，ごろつきも政治家を最大限利

用しようと動き出す。選挙の際の協力の見返りと

して利権を要求しつづけ，不満があればデモを起

こす。彼らは，インフォーマルセクターの票の動

員に威力を発するが，その動員能力は，いつ雇い

主自身に刃向かう形で発揮されるか分からない。

そもそも暴力が雇い主の道具に収まっている保証

はない。暴力の担い手が，自身の利益のために動

く可能性は常にある。このような側面を見るなら，

暴力は，それがたとえ短期間の小規模なもので

あっても，必ずしも安上がりではないし，エリー

トが目的に合わせて管理・統制しながら利用でき

る手段とは言いがたい。

以上，いくつか残された課題はあるものの，本

書は，三州の天然資源をめぐる利権構造と政治構

造を非常に詳細に論じる一方で，それらの構造こ

そが暴力の有無を生み出すという大きな構図を描

こうとしている点で，細部と全体構造との両方を

包摂することを試みた価値ある労作である。評者

自身も，暴力というテーマの難しさに常に頭を悩

ませているが，著者の刺激的な議論は多くのこと

を考える機会を与えてくれた。インドネシア政治

のみならず，天然資源問題に関心を持つ人々が一

読すべき業績だと考える。

(今村祥子・大阪市立大学都市文化研究センター)

藏本龍介．『世俗を生きる出家者たち――

上座仏教徒社会ミャンマーにおける出家生活

の民族誌』法藏館，2014，305p.

ブッダは悟りを開く道として，(必ずしも唯一の

道ではないが) 世俗の生活を捨てて修行に専念す

る出家を説いた。この道は現在の上座仏教徒社会

においても堅持され，多くの者が出家者の行動規

範である律に従った修行生活を送っている。しか

し，出家生活は世俗との関係を完全に断つもので

はない。出家生活を支える世俗社会からの布施を

めぐっては，依存しつつも執着しないという中道

的な立場が説かれる。但し，この道は「言うは易

く行うは難し」である。現実の社会においては，

出家者が安定的な出家生活のために世俗社会との

結びつきを深くすると律の遵守が難しくなり，厳

格な律遵守を目指すと世俗社会との距離が大きく

なり，十分な布施を得られないというジレンマが

ある。本書は，このようなジレンマに直面する上

座仏教の出家者の「教義 (律) と実践 (出家生活)

の複雑で動態的な関係」を，現代ミャンマーを事

例として分析した研究である。

出家者による財の取り扱いの問題は，ともする

と「宗教とカネ」といったジャーナリスティック

なテーマと見られがちであるが，実は世俗とどの

ような関係を取り結ぶのかという出家者の宗教実

践の根幹にかかわる問題である。本書は，出家者

が財をどのようにして確保し・保有し・使用する

のかという問題に正面から取り組んだ研究として

高く評価できる。

本書の構成は，序論 (第 1 章)，第 1部 (第 2〜

4 章)，第 2 部 (第 5〜7 章)，結論 (第 8 章) と

なっている。序論と結論を除くと，前半の第 1部

で現代ミャンマーにおける最大の都市ヤンゴンと

いう社会環境を生き抜く出家者の姿を描き，出家

の理想と経済的現実の間で生じる諸問題を指摘す

る。第 2部では，近年になって生まれてきた新し

いタイプの僧院の事例を取り上げ，第 1部で指摘

した諸問題に対応しようとするミャンマーの出家

者たちの「挑戦」を分析している。

第 1 章では，サンガ (出家者) と世俗社会 (在

家者) との関係についての先行研究を両者の相互
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補完に注目する「共生モデル」，両者の間にある潜

在的な矛盾を指摘する「振り子モデル」，近代化過

程における両者の関係の変容を論じる「近代化モ

デル」として整理し，制度的仏教の周縁で地域ご

との社会的特徴を反映しながら活性化する仏教の

姿に着目する「境域」研究の可能性を指摘してい

る。このような先行研究の検討を踏まえて，本書

では，世俗権力や公的なサンガ組織によって規定

される制度的仏教の外に展開する出家者の律遵守，

特に出家生活を維持するための経済倫理に関わる

律遵守の実態の分析を試みるとする。

第 2 章では，ミャンマー・サンガの特徴を分析

し，それは歴史的にみると世俗権力によって「上

から」形成されてきたものであるが，制度的な組

織化や管理は限定的で，現在においても，そのま

とまりは表層的・形式的なものであるとしている。

さらに，ミャンマーでは出家者の教学が重視され

るため，若年の比丘が教学僧院を目指して地方か

ら中央へ，「農村」から「都市」へと移動する「教

学の巡礼」が顕著にみられ，これが制度的な組織

化とは別次元でミャンマー・サンガのつながりと，

教学的同質性をもたらしていると指摘している。

第 3 章では，世俗社会からの経済的支援 (布施)

の獲得の仕組みについてヤンゴンの僧院を事例と

して検討している。経済力のある都市に多くの出

家者が引き寄せられる結果，在家者の布施をめ

ぐって出家者・僧院が競合状況にあることを指摘

し，托鉢や勧進活動，特定の在家者と「檀家」の

関係を結ぶことなど，布施を効率よく安定的に調

達する出家者側の工夫が詳述されている。またヤ

ンゴンのような都市部では，在家者に対して現世

的なサービスを行う出家者よりも，熱心に教学や

瞑想修行に専念する，あるいは在家者に対して瞑

想や教学の指導をする「出家者らしい出家者」の

ほうが人気が高いこと，また地縁的関係が薄いと

される都市においても，地区レベルで活動する在

家仏教徒組織が僧院経済を支えるセーフティー

ネットとして機能していることが紹介されている。

第 4 章では，サンガ組織内，僧院内，出家者間

での布施された財の所有・管理・使用の現状につ

いて記述する。律によって物財の所有や金銭の取

り扱いが制限される出家者は，それぞれが在家の

管財人である「浄人」を置くことによって，金銭

や財を所有し，使用することができる。このよう

に僧院内の財の管理に関しても出家者は在家者に

依存しているのであるが，出家者の多い都市の僧

院ではすべての出家者が「浄人」を置けるわけで

はなく，直接金銭や物品を扱わざるを得ない律違

反の状況にしばしば陥る。また出家者自らが携わ

る僧院の建物や土地の管理の場合にも，譲渡や相

続をめぐって様々な問題が生じており，僧院にお

ける財の管理には，律が定める出家者の理想と経

済的現実の狭間で葛藤が生じていることを指摘し

ている。

第 5 章では，都市の僧院が直面する問題を克服

する試みとして，出家生活の理想を求めて僧院運

営の改革を行う運動を取り上げる。ヤンゴンの在

家仏教徒組織 X 協会によって，ヤンゴン郊外に

1986 年に建設された律厳守と教理教育を実践する

X 僧院と，その改革の精神に触発されて 2002 年

に建設された Y僧院という二つの僧院は，人里離

れた森の中に建てられた「森の僧院」でありなが

ら，都市在家者の間で理想的な僧院として高く評

価され，多くの布施を集めることに成功している。

著者は，このような「森の教学僧院」といえる新

しいタイプの僧院は，在家仏教徒組織とシュエジ

ン派という二つの近代仏教改革運動の結果として

生じたものであると分析する。

第 6 章では，これらの「森の教学僧院」の律遵

守の挑戦について，人類学の古典的テーマである

「贈与論」との関係から考察を行っている。世俗の

社会は贈与に対して返礼があるという贈与交換の

世界であるが，上座仏教の「出家」とはそのよう

な贈与交換を超えた世界にこそ真の救済があると

している。しかし世俗社会から経済的支持を得る

超俗的な出家の世界は，世俗社会からの取り込み

(「土着化」) の危険にさらされているとも指摘する。

この新しいタイプの僧院は，ヤンゴンの在家者か

らの経済的支持を得ながらも，世俗世界との距離

を取り，在家者との個人的なかかわりを極力回避

する行動をとる。著者は，このような社会逃避的

な態度こそが世俗世界の真っ只中で〈世俗=贈与

交換の世界〉の乗り越えを企図するものであると

分析している。
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第 7章では，「森の教学僧院」を事例として，従

来のミャンマー・サンガにはない新しい僧院運営

の試みとそれが現在直面する問題について分析す

る。X 僧院では，在家仏教徒組織 X 協会のメン

バーからなる僧院管理委員会によって出家者の私

有財産や僧院不動産の管理が行われている。「浄人

システム」を制度化し僧院全体に適用する僧院管

理委員会の存在によって，この僧院の出家者は財

の確保・保有・使用に煩わされず，律遵守の理想

の出家生活を送っている。しかし，僧院管理委員

会という在家者による僧院 (出家者組織) の管理

は，上座仏教徒社会に広くみられる世俗権力・在

家者による出家者の管理 (の正当性) という問題

を抱えることになるとしている。

結論の第 8 章では，本書の内容の総括を行い，

その上で現代社会における出家者の行方について

議論を展開している。スリランカやタイの事例研

究において近代化過程の中で伝統的なサンガの権

威が弱まり，出家者の役割が周縁化し，在家者の

主体的な仏教実践の興隆がみられる「プロテスタ

ント仏教」化が進むという議論に対して，ミャン

マーでも近代化過程における仏教改革運動がおこ

るが，それは出家者の周縁化を進めるのではなく，

出家者の存在感の強さが維持される方向で改革が

進むとしている。

以上概要を紹介したが，本書は理論的枠組，論

文の構成，データを基にした議論のいずれの点に

おいても，熟考された良質の民族誌である。

以下，評者の観点からの評価を述べる。本書全

体を通読して強く感じるのは，出家者の視点を通

して現代のミャンマーにおける出家生活を真摯に

記述しようという著者の姿勢である。上座仏教の

人類学的研究は，経典的な仏教理解に敬意を払い

つつも，研究対象地域の社会・歴史的状況のなか

に埋め込まれた仏教の実態の研究を自らの仕事と

してきた。例えば，村落社会における仏教実践，

仏教と精霊信仰との関係，世俗権力と仏教サンガ

(僧団) との関係，仏教的千年王国運動，近代仏教

改革運動，カリスマ修行僧の崇拝，女性修行者と

尼僧復興運動，近年の在家者瞑想運動などである。

このような人類学的研究では「実践宗教」という

掛け声のもと，出家者よりは一般の在家者の宗教

実践に関心を払い，あるいは出家者に注目する場

合でも社会動態の中で生じる宗教運動のリーダー

としての役割に焦点を当てることが多かった。そ

の一方で，出家者の日常的実践を取り上げ，出家

生活における教義と実践の相克を詳細に分析する

研究はほとんどなかった。それゆえ著者が，本書

において現代ミャンマーの都市社会を生きる出家

者の立場に寄り添い，これまで上座仏教の人類学

的研究が等閑視してきた出家者の日常の「挑戦」

を描くことができたことは大変すばらしいと思う。

しかし，その一方で本書が出家者の視点にこだ

わることの制約も感じた。本書では，世俗社会は

出家者にとって依存しつつも執着すべきではない

世界，取り込まれること (「土着化」すること) で

出家生活の理想が危うくなるという潜在的危険を

有する「他者」として描かれる。出家生活を支え

る「浄人」や僧院管理委員会でさえも僧院内の

「内なる他者」として描かれる。出家者の視点から

見ればそれで正しく，その「他者」や「内なる他

者」との緊張関係の分析こそが本書の重要なテー

マである。但し，律によって出家と在家が明確に

区別されると同時に，出家と在家の循環が顕著な

ことも上座仏教徒社会の特徴であるとするならば

(スリランカは例外である)，僧院に留まらなかっ

た人たちにとっての出家生活，あるいは在家者に

とっての出家生活という「もう一つ」の日常を描

くことができる可能性があるように思われる。但

しこの点は，出家者から見た「出家生活の民族誌」

である本書の価値を減じるものではなく，著者に

よる今後の研究によって補完されるものと考える。

最後に，本書の重要なトピックでもある僧院不

動産の問題について，個人的に興味を持ったので

感想を述べておく。出家者による動産 (金銭や物

財) の所有は評者が調査するタイでも広く認めら

れており，過度な資産の保有はしばしば社会問題

として取り上げられるが，僧院 (寺院) を個人所

有の不動産とすることはない。しかし，ミャン

マーでは，僧院は (サンガ所有物となっている場

合も多々あるが) 個人・組織の不動産として登録

することも可能であることを知り大変驚いた。本

書で著者が記述するように，特定の比丘に対して

布施された僧院用地や建物が比丘個人の所有物と
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なりうること，そうして建てられた「自分の僧院」

をヤンゴンで持つことが地方出身の比丘の一つの

サクセスストーリーとなっていること，個人所有

の僧院の所有権は他者に譲渡可能であることなど

は，タイでは考えられない。そこで疑問なのであ

るが，このような世間一般とさほど変わらない僧

院不動産の所有形態は，近代的土地 (不動産) の

所有・登記制度が整備された現代ミャンマーの大

都市という特殊な状況下での事例であるのか，そ

れともミャンマー・サンガの伝統として広く認め

られてきたものなのかが気になった。宗教空間と

しての僧院 (寺院) の性格を検討する上で大変興

味深い点である。

(村上忠良・大阪大学大学院言語文化研究科)

久保忠行『難民の人類学――タイ・ビルマ

国境のカレンニー難民の移動と定住』清水弘

文堂書房，2014，356p.

評者が知る限り，本書は日本語で書かれたもの

としては初めてのタイ・ビルマ国境のカレンニー

難民についてのエスノグラフィーである。

ビルマのカヤー州を出身とし，タイ北西部の

メーホンソーン県に居住するカレンニー難民をと

りまく複雑な状況について，長期にわたる現地調

査をもとに記述し，考察を試みている。これまで

国家による難民管理や国際的な支援の論理から語

られてきた当該社会の難民問題について，著者の

専門である人類学の立場から当事者の視点に迫っ

ている。これまでアフリカ中心であった難民研究

のなかで，タイ・ビルマ国境の難民問題の事例を

提供するのみにとどまらず，本書はタイ，ビルマ

地域研究においても今後参照されるべき研究とな

るだろう。

著者の久保忠行氏は，2004 年 4月から 2008 年 7

月までのあいだに，のべ 26カ月にわたるタイでの

現地調査，そのうち 17 カ月を難民キャンプのある

メーホンソーン県に滞在し，NGOの支援活動に同

行するかたちで 5カ所の難民キャンプで調査をお

こなった。さらに 2009 年と 2011 年にタイにおけ

る追加調査，2012 年と 2013 年には米国およびビ

ルマでの現地調査もおこない，難民キャンプをと

りまく状況だけでなく，その後の米国で第三国定

住を選択した人びとや，民政移管後のビルマ帰還

の可能性の検討についても視野に入れている。

本書は 3部構成で全 9 章となっている。人類学

の通過儀礼の分析概念をアナロジーとして，故郷

を離れる移動の経験としての「分離」，難民キャン

プでの生活という「過渡」，そして再び国家に包摂

される「再統合」という三段階で，カレンニー難

民の移動と定住のプロセスを示そうとしている。

｢分離」のプロセスを描く「第一部 越境する難

民」では，難民研究についての先行研究の整理と

自らの視座を提示し (1 章)，背景としての多民族

国家ビルマとカレンニーをはじめとする少数民族

との内戦の歴史的経緯，そして人びとの越境と難

民キャンプ形成の歴史プロセスを描く (2 章)。そ

して受け入れ国のタイにおける難民政策と難民

キャンプの管理体制を詳述する (3 章)。

｢第二部 難民として生きる」では，「過渡」と

しての難民キャンプという生活世界を明らかにす

る。国家や支援機関の「ケアと管理」の視点では

とらえきれない難民キャンプの生活世界を，その

居住空間や日常の営み，キャンプ内外の社会関係

を描写することで可視化する (4 章)。難民キャン

プにおける伝統行事の復興を事例とするキャンプ

と故郷との連続性についての考察 (5 章) から，

タイ，ビルマのいずれの国家にも属さないカレン

ニー難民の帰属意識の考察 (6 章) へと続く。

｢再統合」のプロセスについての考察を試みる

「第三部 国民国家のなかの難民」では，カレン

ニーを構成する民族集団のひとつであり「首長族」

として知られるカヤンが，タイでの観光業をとお

して定住化するプロセスにおけるカヤン女性の

エージェンシーについての考察 (7章)，難民キャ

ンプから米国への第三国定住を選択した男性の事

例による越境の民族誌の試み (8 章)，そして最後

にビルマの民政移管後の難民の帰還をめぐる状況

についての考察で締めくくる (9 章)。

ビルマ・タイ国境社会の研究に対する本書の功

績として以下の 3点を挙げたい。

第一に，タイ・ビルマ国境の難民キャンプ内部

の日常を，参与観察によって可視化してみせた点

である。その居住空間，季節労働者としての農園
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での仕事，そのほか難民としてのさまざまな経験

などのキャンプの日常を描写することで，難民

キャンプが一時的な仮の居住空間ではなく，常態

化した生活空間，ある種の「定住」であることを

著者は指摘している (4 章)。

第二に，カレンニー・ナショナリズムの生成の

場としての難民キャンプについての分析 (6 章)

である。難民キャンプは国家と国際的な支援によ

る「ケアと管理」の空間であるだけでなく，少数

民族にとってのアイデンティティ・ポリティクス

の場でもあることを本書で明らかにしている。カ

レンニーの民族主義政党である PNPP (Karenni

National Progressive Party) は，難民キャンプで

の歴史教育や，カレンニー語とカレンニー文字の

教育と普及に力を注いでいる。こうした活動が，

難民にカレンニーへの帰属意識をある程度もたら

すなかで，すべての難民がそのアイデンティティ

を受け入れるわけではなく，カレンニー・ナショ

ナリズムとの一定の距離感があることも著者はと

らえている。

第三に，難民のエージェンシーについてである。

本書全体を通じて著者は，難民を単なる迫害を受

けた少数民族としてではなく，むしろ難民という

地位を積極的に利用し生きていこうとする人びと

として捉え，その主体的行動に注目している。そ

の最たる例が 7章の「観光村」におけるカヤン女

性に関する考察である。「人間動物園」と批判され

ることもある，真鍮のリングを首に巻く風習のあ

るカヤン女性の観光村について，カヤン女性自身

の視点からみようと試みる。これにより，選択の

余地なく見世物であることを強いられるカヤン女

性という従来の見方ではなく，リングを外すとい

う選択が基本的に女性自身に委ねられている状況

を指摘した。このように難民であること，少数民

族であることを利用し，ホスト社会で巧みに生き

ていこうとする人びとを描こうとしている。

本書では難民経験を「分離」「過渡」「再統合」

という順序で構成している。この図式は，戦争，

迫害，強制移住という暴力を始原とするカレン

ニーの移動のプロセス，難民キャンプにおいて第

三国定住か本国帰還か定住の選択をせまられる人

びとの現在を捉えるのに適している。ただし，こ

の分離，過渡，再統合という図式は，人びとの難

民経験に「国家」という「起点」と「終点」があ

るという印象を与える難点がある。この図式その

ものが，マルッキが言う「定住主義バイアス」

[Malkki 1995] を前提としているという印象を与

えてしまっている。

著者のカレンニーの難民経験の捉え方は，追わ

れる経験，故地への思い，当事者である現実の難

民の視点に，著者ができる限り寄り添った結果で

あろう。本書での著者の関心は，あくまでもいま

生きている現在の人びとである。本書で扱われる

難民経験は 1980 年代後半以降に起点がある。評者

はいまだ非国家的空間に生きてきた人々の移動性

というロマンに囚われているが，著者は現代世界

に非国家空間は存在しないというリアリズムに

立っているといえる。

しかし，難民キャンプという生活空間を「過渡」

と表現することによって，その日常生活の観察か

ら，それが一時期な滞在ではなくある種の定住だ

とする著者の重要な指摘を目立たなくしているの

は残念だ。アイデンティティ・ポリティクスとカ

レンニー難民の関係を相対化する視点を本書は提

供しているにもかかわらず，それでは彼らはどう

あるべきなのかという著者の立場がはっきりとみ

えてこない。それをはっきりさせるためには，例

えばトンチャイ・ウィニッチャクン[2003]が示し

たような，シャムと英領ビルマとのあいだで国境

が画定されてゆく 19 世紀後半からの歴史のなかで，

難民問題を捉える試みも必要ではないだろうか。

移動性の高いことが常態であった当該社会の山地

民が，定住を余儀なくされるプロセスのひとつと

して，難民キャンプを位置付けるという視点であ

る。

その試みは，久保氏も訳者のひとりとして参加

したジェームズ・C・スコットの『ゾミア』の山

地民論への応答にもなるだろう。スコットは東南

アジア大陸部の 5カ国 (ビルマ，タイ，カンボジ

ア，ラオス，ヴェトナム) と中国の 4 省 (雲南，

貴州，広西，四川) を含む広大な山岳地域を「ゾ

ミア (Zomia)」という新しい地域概念で呼び，ゾ

ミア・スタディーズ (Zomia Studies) という新た

な地域研究のあり方を示した [スコット 2013]。
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言語，民族的にも多様で，約 1億人の少数民族が

暮らす山地社会をひとつの「地域」として捉える

ことの意義は，国民国家単位で世界を理解する一

般的な知のあり方だけでなく，米国の政策科学と

してはじまった地域研究が暗黙の前提としてきた

地域概念も見直す契機になっている。

スコットは「ゾミア」に生きる人々を「これま

での 2000 年のあいだ，奴隷，徴兵，強制労働，伝

染病，戦争といった平地での国家建設事業に伴う

抑圧から逃れてきた逃亡者，避難民，マルーン共

同体の人々」と定義し，その生業，社会組織，イ

デオロギー，そして口承文化さえも，国家から距

離を置くために選ばれた戦略と主張した[同上書：

ix-x]。これまで国民国家における少数民族として，

貧困や人権侵害の被害者として，そして紛争から

逃れてきた難民として理解されてきた山岳民族に

ついて，様々な背景を持つ人々から構成された，

国家の支配から自由を求めて逃れてきた人々とい

う新たな理解を提示している。

こうしたスコットのゾミア論と，ビルマ・タイ

国境の難民問題を関連づけてみれば，当該地域の

人びとの民族的アイデンティティよりも，その

「生業のエートス」[松井 2011] に注目してみたい。

松井はアフガニスタン東北部のパシュトゥーン遊

牧民の長年の研究から，生業を生活物質の生産と

いう限定的活動としてだけとらえるのではなく，

生業自体が文化的な領分であることを示す「生業

のエートス」という概念を提唱した [同上書]。タ

イ・ビルマ国境地域の物質的生態的条件から導か

れる人びとの生業のあり方はいかなるものであっ

たのか。スコットも同地域の焼畑耕作と栽培作物

の選択について，移動性が容易な生業であるとい

う観点から考察している。国家による統治，ビル

マ軍の侵略と移動，難民キャンプでの定着によっ

て失われた彼らの生活様式，知識とテクノロジー

はいかなるものであったか。そしてタイ，ビルマ，

そして第三国における定住が求められるなかで，

彼らはどのような生活様式を再生するのか。

著者の当初の関心は，カヤンの観光村訪問から

はじまり，難民キャンプの生活世界からはじまっ

た。その後，難民キャンプを出て米国での定住を

選択する人びと，また将来的なビルマへの帰還を

想定し，複数の国，地域におけるフィールドワー

クを継続している。こうしたカレンニー難民の現

在をめぐるマルチ・サイテットなフィールドワー

クに，当該社会の地理・生態学的環境，生業と生

活様式を視野に入れた，山地民の歴史と現在に関

する研究者として，著者の今後に大いに期待した

い。

(福武慎太郎・上智大学総合グローバル学部)
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フィールドワークのような読書体験

『フィリピンの小さな産院から』というシンプル

で可愛らしいタイトルが付けられた本書には，

フィリピンのお産をめぐる衝撃的な現実が綴られ

ている。

助産師である著者は，家族で移り住んだフィリ

ピン・サンバレス州・マンガハン再定住地に小さ
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なマタニティ・クリニックを開くことになった。

現地で暮らすうちに，お産を通じて多くの母子が

死亡している話を耳にし，また友人達の死産を目

の当たりにしたからだ。彼女のクリニックには妊

産婦だけでなく他の多様な症状を持つ患者もやっ

てくる。彼らのほとんどは貧困層の人びとであり，

病院で治療が受けられなかったり，医師や看護師

から差別されたりした経験を持つものも多い。著

者は活動を続ける中で様々な境遇にある患者と関

わり，価値観や習慣の違い，フィリピンの医療制

度や社会の歪みと向き合ってきた。その経験を記

したエッセイが 2002 年から『助産雑誌』に連載さ

れ，それらをまとめたのが本書である。4 つの

テーマで章が組まれ，それぞれ複数のエッセイが

収録されている。

本書について正直に告白すると，評者は読み続

けるのが辛くなることが何度もあった。それは，

著者の描く一人一人の産婦の生き方を通して，読

み手にダイレクトに彼女らの痛みが伝わるためだ

ろう。加えて，分娩中の赤ちゃんの死，中絶，子

どもの売り買い，育児放棄といったテーマがタ

ブー視されることなく扱われている。また病状や

処置に関する描写は生々しく，その場を想像する

だけで血の気が引いていく思いがした。

そのように冒頭部ではショックを受けるばかり

であったのが，少しずつ読み進めるうちに，著者

が現地の人びとと共に喜んだり悲しんだり，彼ら

の行動に苛立ったり感心したりする過程を追体験

しているような感覚を抱くようになった。その感

情の移り変わりは，評者が長期フィールドワーク

を行った際に，遠く隔たったところにあった人び

とや理解に苦しむ出来事との距離が徐々に近く

なっていった経験と重なった。

本書はフィリピンの貧困層に寄り添ったお産介

助の実践報告でありながら，現地社会の「リアリ

ティ」の重みと鮮やかさを伝えるエスノグラ

フィーとして読むこともできる。フィリピン社会

の暖かさと生き辛さ，人間の生命力と矛盾が詰

まった濃厚な一冊である。本書を手に取った方が

それぞれ素敵な読書体験をされることを願って，

以下いくつかの論点に沿って本書の内容と魅力に

ついて紹介する。

｢光と闇」が凝縮された現場

著者曰く「ここは人と人との距離がとても近い」

(p. 2)。当然お産も，家族・親族から近隣の友人，

中にはたまたま居合わせた他人まで，たくさんの

人に囲まれお節介を焼かれながら進んでいく。本

書には自宅出産の事例がいくつも登場するが，ド

タバタの様子が目に浮かんで思わず微笑んでし

まった文章を引用してみたい。

到着するともうすぐ生まれる状態だった。皆

何かそわそわ落ち着かない。「便を捨てるビ

ニールある？」と聞くと，家のなかにいる女

性陣全てが一斉にビニールを探す。エンジェ

ルの背中を支えていた母親まで，ビニールを

探しに行くので私は止めるのに必死だった。

その後は，次々にビニール袋が届き私は苦笑

するしかなかった。(中略) こういうお産は幸

せだ。たとえ役に立たない行動でも，皆が産

婦と赤ちゃんのために何かしたいと考えるエ

ネルギーはあたたかく循環する。自宅出産が

順調に進むのは，こうした精神的リラックス

が大きいのだと思う。(pp. 64-65)

管理出産が当たり前となった日本では，病院で

医師や助産師の処置を受けなければ安全なお産が

できないと思いがちである。一方現地では，産婦

が最もリラックスできる環境で「自分の力で生む」

お産が実践されている (実践せざるを得ない状況

でもある)。彼らにとってお産は，人との繋がりや

生命力がこの上なく発揮される場である。著者は，

多くの母子が特別な支援を受けずに家庭出産し，

子どもが元気に育っていくのを経験し，そこに親

子の愛情と生きる力が自然に育まれるお産のあり

方を見出している。

多くの新たな命は，このように愛情と希望を

もって迎えられる。しかし，妊娠と出産は時に，

身体的・精神的・経済的負担となって産婦に重く

圧し掛かる。本書には，貧困を中心とした悪循環

の中で辛い経験を強いられる人びとの姿も描かれ

ている。例えば，著者のクリニックの周りで売春

をして生きる女性の中には，何度も妊娠・出産し，
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そのたびに里子に出さざるを得ない人達がいる。

場末になるほど避妊を求めると客がつかない，子

どもを連れては仕事ができないといった事情があ

るためだ。ある 24歳の産婦は 4回出産したが，子

ども達はみな彼女の元にはいない。

お産をめぐる様々な記述を通して，現地社会に

おける富裕層と貧困層，女性と男性，大人と子ど

もといった力関係と不平等が浮き彫りになってい

く。本書は，家族と性に纏わる最もセンシティブ

な領域に切り込むことによって，社会と人間の

「光と闇」が凝縮された現場を臨場感をもって描い

ている。

近代医療と出産

―― ｢あるべきお産」をめぐって

日本における病院出産は，高度経済成長と共に

増加してきた。お産を病院で管理することについ

ての評価は，出産を女性に備わった生理的プロセ

スと見るか，医学的介入を必要とするプロセスと

見るかによって異なっている。

お産を女性の自然の生理とする立場からは，異

常の無い/少ないお産まで医療の対象として扱われ

ることによって産婦と児へ余計な負担を与え，「人

工難産」や産後うつを生み出しているとする批判

が為されている [松岡 2014: 106-107, 133-140]。

一方，医療者の側は low riskの場合に限って助産

師主導の妊娠・分娩管理を認める判断が趨勢であ

る。日本産科婦人科学会，日本産婦人科医会のガ

イドラインでは「異常発見のための検査」と「発

見された異常に対する適切な対応」が細かに記さ

れ，最後まで正常と判断された妊婦のみが医師の

介入のない出産を全うすることができる [日本産

科婦人科学会・日本産婦人科医会 2014: 259-265]。

現代の日本では「お産は安全」という意識が根強

いため，出産においてひとたび「予期せぬ異常」

が起きれば医療者や介助者の責任が問われやすい。

そうした社会の風潮において，管理の範囲は拡大

し厳格化する傾向にあるといえるだろう。

フィリピン，特に本書のクリニックがある地域

では，多くのお産が医療の外部で行われるという

現状がある。その背景として，まず第一にお金が

ないと医療にアクセスできない。支払いが数百円

足りないために病院に居ながらにして治療を受け

られず命を落とすこともある。さらに，医師や看

護師から差別的な対応や乱暴な処置を受けた経験，

不満や症状を聞き入れてもらえないことに起因す

る不信感は，貧しい人びとを病院から遠ざける。

そのため近代医療が行き渡らない間隙において，

家庭出産や産婆・伝統的マッサージ師によるお産

介助が日常的に行われてきた。こうした状況は，

リスクのある出産が必ずしも病院で処置を受けら

れない問題がある一方，全てのお産を医療の領域

に押し込むことによる弊害から自由であるともい

える。

ところで，本書著者の立場は一貫して「自然な

お産派」である。彼女は自身の出産についても自

宅で生むことを強く希望していた。しかし，著者

の赤ちゃんは過産期寸前になっても生まれず，母

体には様々な異変が起こることになる。最終的な

選択と出産の結末については，詳しくは本書を読

んでいただくとして，一連の記事から評者が感じ

たことは，少なくとも家庭か病院かという二分法

で「あるべきお産」を語ることはできないという

ことだ。身体の状況，胎児と出産に対する感覚，

住む場所や経済的余裕等の物理的環境は，その時

その人固有のものである。そして，お産の結果は

誰かと一緒に背負うことはできない。それが，「子

どもの命への責任，自分の命の責任は産婦である

自分自身にある」(p. 201) と著者の言う意味だと

理解した。「あるべきお産」は一般化できず，しか

も自分の身に全て引き受ける経験であるからこそ，

産婦が心身の状態を共有する場や関係性，環境が

整わない時に誰かがすぐに手を貸してくれる状況

が必要だ。そうでなければ，たとえ物理的に「贅

沢なお産」が可能になったとしても，お産がどん

どん孤独になっていくように思える。

｢生」を基点に世界を繋げる

最後に，本書が開くエスノグラフィーの可能性

について考えてみたい。収録されたエッセイは基

本的に一話完結型であり，本書全体を通した「既

存研究への批判」「問いに対する答え」といったス

トーリーは存在しない。そのため読者によっては
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散漫な印象を抱いてしまうかもしれない。

では，本書の何に心を打たれるのかと問われれ

ば，評者は「生の葛藤」と答えるだろう。本書に

は人びとの矛盾する行動や複雑な感情がそのまま

描かれている。それは一貫した価値観や行動規範

によって説明できない雑多な営みである。文化人

類学的な，あるいは地域研究のフィールドワーク

経験者の多くは，そうした営みが日常の大部分を

占めることを実感しているのではないだろうか。

それにもかかわらず，一旦「書く」作業になると

説明できない要素はそぎ落とさざるを得ない。だ

が，ディシプリンに沿った情報の取捨選択と表現

が，人びとの生活実態からかけ離れていくのだと

したら，それは何のために誰に対して書いている

のだろうかという疑問が湧いてくる。

エスノグラフィーについて文化人類学が展開し

てきた議論・自己批判の多くは，書く側と書かれ

る側の非対称性に力点を置いてきた。その応答と

して例えば清水は，人類学者がホームとフィール

ドという 2 つの世界を生きる困難な経験や調査対

象との生身の関係を「他者表象」に響かせること

によって，両者の固定的構造を切り崩す可能性を

示唆している [清水 2003: 67-108]。

一方本書は，テクストとしてのエスノグラ

フィーのもう 1 つの極である，読む側と読まれる

側の相互作用について，研究者と当事者のみなら

ず多様な読み手を射程に入れた表現の可能性を示

している。本書に描かれる「リアリティ」は，読

み手である私達の生きる現実と現地の人びとの現

実を繋げる力を持っている。何故なら命という切

実な問題をめぐる葛藤は，置かれた状況は違って

も，どこにでもあるからだ。そのチャンネルを通

して「私達」と「彼／彼女ら」の現実が重なる。

そのため読み手は 2 つの世界の間に境界線を引く

ことができず，自身の生のあり方について，違う

角度から見直すことを余儀なくされる。

他者の生と繋がり自分の立ち居地が覆される経

験は，心地良いとは限らない。他者の生を受け入

れることは，自己を解体し更新し続ける不安や痛

みを伴うからだ。しかしその作業を怠れば「私達」

と「彼ら」の間の境界線が揺らぐことはない。テ

クストの受け取り手に対してそうした揺らぎの発

信源となることは，文化人類学や地域研究といっ

た異文化を対象とする研究の重要な役割の 1 つと

いえるのではないだろうか。

近年，ヘイトスピーチに代表されるように，人

びとをカテゴライズし，限定された想像力のうち

に「彼ら」のイメージを固定化しようとする言説

を頻繁に目にする。他者の生と繫がることによっ

て一人一人に経験される揺らぎは，それらの言説

に対する静かなしかし確かなカウンターとして力

を持ち得る。本書は「他者」について書くことの

困難さを改めて突きつけると共に，そのオルタナ

ティブな可能性を示している。

(吉澤あすな)
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